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I. 基本情報 

 

事  業  名 ： （日本語）女性の健康の包括的支援実用化研究事業 

      （英 語）Project for Whole Implementation to Support and Ensure the female life 

 

研究開発課題名： （日本語）若年女性の心身の健康をサポートする包括的な異分野融合研究 

    （英 語）Comprehensive research to support the mental and physical health of  

the young women. 

 

研究開発担当者  （日本語）東北大学病院・教授・八重樫伸生 

所属 役職 氏名： （英 語）Tohoku University Hospital・Professor・Nobuo Yaegashi 

      

実 施 期 間： 平成 28 年 4 月 1 日 ～ 平成 29 年 3 月 31 日 

 

分担研究     （日本語）性ホルモン変動期の女性の発育・発達に関する研究 

開発課題名：  （英 語）Study on women’s healthy in the sex-hormone unstable period 

 

分担研究     （日本語）性成熟期における心身の健康に関する観察研究 

開発課題名：  （英 語）Study on the mental and physical women’s health in the sex-hormone maturation  

period 

 

研究開発分担者   （日本語）東北大学病院・教授・武田 卓 

所属 役職 氏名： （英 語）Tohoku University Hospital・Professor・Takashi Takeda 

 

研究開発分担者   （日本語）東北大学大学院医学系研究科・教授・宮田 敏男 

所属 役職 氏名： （英 語）Tohoku University School of medicine・Professor・Toshio Miyata 

 

研究開発分担者   （日本語）東北大学病院・准教授・西郡 秀和 

所属 役職 氏名： （英 語）Tohoku University Hospital・Associate Professor・Hidekazu Nishigori 

 

研究開発分担者   （日本語）東北大学大学院医学系研究科・教授・木村 芳孝 

所属 役職 氏名： （英 語）Tohoku University School of medicine・Professor・Yoshitaka Kimura 
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研究開発分担者  （日本語）東北大学災害科学国際研究所・教授・富田 博秋 

所属 役職 氏名： （英 語） Tohoku Univercity International Research Institute of Disaster Science・Professor・ 

Hiroaki Tomita e 

 

研究開発分担者   （日本語）東北大学大学院医学系研究科・助教・中村 康香 

所属 役職 氏名： （英 語）Tohoku University Graduate School of Medicine・Assistant Professor・Yasuka 

Nakamura 

 

研究開発分担者   （日本語）東北大学大学院医学系研究科・教授・有馬隆博 

所属 役職 氏名： （英 語）Tohoku University School of medicine・Professor・Takahiro Arima 

 

研究開発分担者   （日本語）東北大学大学院医学系研究科・非常勤講師・南 優子 

             大崎市民病院健康管理センター・副所長 

所属 役職 氏名： （英 語）Tohoku University School of Medicine・Yuko Minami 

 Center for Multiphasic Health Check, Osaki Citizen Hospital・Assistant Director 

 

研究開発分担者   （日本語）東北大学災害科学国際研究所・教授・伊藤 潔 

所属 役職 氏名：  （英 語）Tohoku Univercity International Research Institute of Disaster Science・Professor・

kiyoshi Ito 

 

研究開発分担者   （日本語）東北大学大学院医学系研究科・准教授・新倉 仁 

所属 役職 氏名： （英 語）Tohoku Univercity International Research Institute of Disaster Science・Associate 

Professor・Hitoshi Niikura 

 

研究開発分担者   （日本語）東北大学大学院医学系研究科・教授・藤原 幾磨 

所属 役職 氏名： （英 語）Tohoku University School of medicine・Professor・Ikuma Fujiwara 

 

研究開発分担者   （日本語）東北大学大学院医工学研究科・教授・永富 良一 

所属 役職 氏名： （英 語）Graduate School of Biomedical Engineering, Tohoku University・Professor・Ryoichi 

Nagatomi 

 

研究開発分担者 （日本語）東北大学大学院医工学研究科・助教・門間 陽樹 

所属 役職 氏名： （英 語）Graduate School of Biomedical Engineering, Tohoku University・Associate Professor・ 

Haruki Momma 

 

研究開発分担者   （日本語）東北大学大学院歯学研究科・教授・小関 健由 

所属 役職 氏名： （英 語）Tohoku University Graduate School of Dentistry・Professor・Takeyoshi Koseki  

 

研究開発分担者   （日本語）東北大学大学院医学系研究科・講師・海法 康裕 

所属 役職 氏名： （英 語）Tohoku University School of medicine・Associate Professor・Yasuhiro Kaiho  

http://irides.tohoku.ac.jp/eng/index.html
http://irides.tohoku.ac.jp/eng/index.html
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研究開発分担者   （日本語）東北大学大学院医学系研究科・教授・仲井 邦彦 

所属 役職 氏名： （英 語）Tohoku University School of medicine・Professor・Kunihiko Nakai 

 
研究開発分担者   （日本語）東北大学・メディカルメガバンク機構・助教・水野 聖士 
所属 役職 氏名： （英 語）Tohoku Medical Megabank Organization・Associate Professor・Satoshi  Mizuno 
 

研究開発分担者   （日本語）東北大学病院臨床推進センター・教授・高野 忠夫 

所属 役職 氏名： （英 語）Clinical Research, Innovation and Education Center, Tohoku University Hospital・

Professor・Tadao Takano 

 

研究開発分担者   （日本語）東北大学病院臨床推進センター・教授・渡部 洋 

所属 役職 氏名： （英 語）Clinical Research, Innovation and Education Center, Tohoku University Hospital・

Professor・Yo Watanabe 

 

研究開発分担者   （日本語）東北大学病院薬剤部・准教授・小原 拓 
所属 役職 氏名： （英 語）Pharmaceutical Sciences Tohoku University Hospital・ 

Associate Professor・Taku Obara  
 
研究開発分担者   （日本語）東北大学・メディカルメガバンク機構・客員教授・目時 弘仁 
所属 役職 氏名： （英 語）Tohoku Medical Megabank Organization・Professor・Hirohito Metoki  
 
 

II. 成果の概要（総括研究報告） 
和文 

本研究では、比較的若い現代女性に注目し、特に、月経前症候群（PMS）、月経前気分不快障害（PMDD）、

産褥うつ病、更年期メンタル障害など臨床データで客観的評価が難しい疾患において、その病態と予防を

明らかにする計画である。そのため、（1）性ホルモン変動期の女性の発育・発達に関する研究（2）性成

熟期における心身の健康に関する観察研究の 2 つのテーマに分けて研究を行った。具体的には以下の 14

課題について、それぞれ成果を挙げている。 

【テーマ 1】性ホルモン変動期の女性の発育・発達に関する研究 

（1）思春期 PMS、PMDD 発症要因に関する研究（武田） 

第 1 回調査結果から、月経痛・インターネット依存・入眠障害が、PMS・PMDD のリスク因子とな

ることが判った。運動部で活動中の生徒を対象に食事摂取頻度調査をもとに食事摂取パターンを解

析すると、PMS・PMDD に関しては有意な摂取パターンを認めなかったが、月経痛に関しては魚介

類摂取が有意な改善因子となった。 

 

（2）月経前不快気分障害（PMDD）の探索的臨床試験（宮田、有馬、武田、高野、渡部） 

   ピリドキサミンの月経周期 2 周期間の投与で、10 例中 7 例が軽度 PMS に改善し、投与前後の重症

度を比較すると有意に改善した（p=0.015）。CGI-I (Clinical Global Impression of Improvement)では

改善率は 80％となった。 
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（3）中枢性思春期早発症女児の長期的治療予後に関する臨床研究（藤原、高野、渡部） 

当初計画では 15〜30年前に LHRH アナログ製剤を投与された中枢性思春期早発症患者を対象とし

アンケート調査を行うとしていたが、患者との連絡に時間を要しており、現在情報収集に努めてい

るところである。 

【テーマ 2】性成熟期における心身の健康に関する観察研究 

（1）妊娠夫婦のメンタルヘルスとドメスティック・バイオレンスに関する調査研究（西郡・木村） 

父親に対して、産後うつスクリーニングであるエジンバラ質問票（EPDS）の調査を行った。EPDS 

8 点以上の父親は、約 11％であった。産後うつの関連因子として、妊婦へのドメスティック・バイオ

レンス既往が示唆された。 
 

（2）出産と育児に伴う母親の精神的健康状態の規定要因の特定と対策策定（富田） 
災害時の妊産褥婦への支援に関して当事者のニーズに即した対応と備えの在り方を検討する上で有

益な情報を抽出する目的で、東日本大震災を周産期に経験した母親 31 名からの自由記載を含む問診

票による情報収集を行った後、その結果を基に 11 名の母親に半構造化面接のインタビュー調査を行

った。その内容の質的分析を行い、災害発生時に妊産婦が安心して妊娠出産を行うことを支援するた

めに各自治体が備える上で重要となる 14 の項目を抽出した。 

 

（3）不妊治療と妊娠中の夫婦のストレスとの関連性についての研究（有馬・海法） 

 有馬グループは、ART、非 ART、自然妊娠群の 3 群を比較し、精神的ストレスの有無について検

討した結果、ART 母親のストレスがないことが判明した。また、父親の抑うつも低下する傾向が

あった。しかし、一部の妊婦はストレスを抱えている事も判明した。 

 

（4） 妊娠期から育児期の母親の健康と家族環境と子どもの成長・発達に与える影響に関する研究

（中村） 

健康関連 QOL や就業状況、家族機能が快適な妊娠生活に重要であった。また産後の女性にとっ

て，良好な家族機能が育児の楽しさを増し大変さを減少させる一要因であり，健診受診について

は産後の関連要因が存在しており、産後の母親の健康維持のための援助が必要である可能性が示

唆された。 

 

  （5）母児の心身健康に対する食事中脂質の「質」に関する検討（武田） 

産後 1 年 6 か月の時点で、中等度から重度の PMS が 3.1％、PMDD が 1.1%認め、月経再開の早

期から、PMS・PMDD 症状が出現することが判った。 

 

（6）ソーシャルキャピタルの変化が母親の健康や育児行動に与える影響の解明（水野） 

妊娠中と出産後のソーシャルキャピタルの変化について検討した結果、妊娠中・後期と出産後 1.5 年

の間で妊婦・母親が受けているソーシャルキャピタルは変化しており、特に、妊娠中の身近な人、地

域、社会への不安が、出産後 1.5 年では減少する傾向にあることが判明した。 
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（7）身体活動量が妊娠糖尿病と分娩様式に与える影響（永富・門間） 

本研究では妊娠前および妊娠中における身体活動量と妊娠糖尿病および分娩様式の関連について検

討を行った。その結果、身体活動量レベルと妊娠糖尿病には関連は認められなかったが、妊娠中期の

身体活動量レベルと帝王切開による分娩には負の関連、吸引分娩とは正の関連が認められた。 

 

（8）妊婦の鉄剤・葉酸摂取と妊娠中・産後の高血圧とうつとの関連（小原） 

エコチル全体調査の登録者を対象に宮城ユニットセンターが実施している追加調査の参加者

3,795 名に対して家庭血圧測定・高血圧発症・うつの評価を実施し、2016 年 10 月現在で、妊娠

中のうつが妊娠初期で 3.5％、妊娠中後期で 3.3％、妊娠高血圧が 1.5％とらえられている。今

後、妊娠中の鉄剤および葉酸摂取と、妊娠中の血圧推移・高血圧発症・うつの程度との関連を検

討する予定である。 

 

（9） 妊娠中の高血圧や耐糖能異常と将来の生活習慣病発症との関連を抑制する因子の検討（目時） 

追跡調査の参加者 3688 人のうち、送付時期が来た対象者 1,843 人に対し質問票を発送し、うち

1,360 人から回答を得た。質問票の発送した割合は 74%で、発送したうちの回収できた割合は 74%

であった。引き続き、回収を進め、抑制する因子の検討を行う。 

 

（10）母の母乳分泌と月経再開時期を規定する要因に関する研究：乳癌・子宮体癌の予防の視点から

（南・伊藤・新倉） 

当初計画では統計解析実施を予定していたが、データクリーニングやデータリンケージ作業に時間

を要し、さらに、月経再開時期のデータ補充も必要となったため、年度内に解析用データベースを完

成させることができなかった。データベースは平成 29 年度早々に整う予定であり、その後に解析を

実施することになった。 

 

（11）妊娠期における性ホルモン分泌と児の成長と発達（仲井・小関） 

産科学的指標（在胎期間）および生後 7〜24 ヶ月の子どもの認知行動面の発達と、臍帯血ドコサヘ

キサエン酸（DHA）との関連性が確認されつつある。その中で、児の性別が母体血および臍帯血 DHA

と正に関連したことから、妊娠中期母体血や臍帯血性ホルモンと臍帯血 DHA との関連性について検

討した。臍帯血 DHA はエストロゲン（E2）とは関連せず、プロゲステロン（n=485、r=0.10, p=0.025）

と弱いながらも有意な関連性が観察された。今後、健康指標との関わりを検討したい。 

 
英文 

【Thema1】Study on women’s healthy in the sex-hormone unstable period 
(1) PMS/PMDD in adolescence (Takeda) 

According to the first survey, we showed that dysmenorrhea, internet addiction and sleep-onset 
insomnia could be the risk factors for PMS/PMDD. As to the diet, seven dietary patterns were 
identified in athletes. The present study failed to show associations between dietary pattern and 
the risk of PMS/PMDD. On the other hand, higher intake of fish may be related to a decreased 
risk of dysmenorrhea.   
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(2) Effectiveness of Pyridoxamine for PMS/PMDD: Open label pilot study (Miyata, Arima, Takeda, 

Takano, WAtanabe). 

Ten patients were treated with Pyridoxamine for two menstrual cycles. Seven patients were 
alleviated their symptoms into the category of mild PMS. Pyridoxamine treatment significantly 
improved the severity of PMS/PMDD (p=0.015). Efficacy rate of Pyridoxamine examined by CGI-
I (Clinical Global Impression of Improvement) was 70%.  
 
(3) Prognosis Assessment of Female Patients with Treated Central Precocious Puberty (Fujiwara, 

Takano, Watanabe) 

We are confronting some difficulties in making contact with the patients treated by LHRH analog 
15 to 30 years ago and trying to get available information about the patients. 
 

【Thema2】Study on the mental and physical women’s health in the sex-hormone maturation period 
(1) Mental health and intimate partner violence among pregnant women and their partner. (Nishigori, 

Kimura)  

The percentages of the partner with scores ≥8 on the Japanese version of the Edinburgh Postnatal Depression 

Scale (EPDS) was around 11%. The history of intimate partner violence against pregnant women significantly 

associated with paternal depression symptom. 

 

(2) Identification of factors affecting perinatal mental health conditions (Tomita) 

Based on experience of 31 mothers who experienced East Japan great earthquake disaster during 
their perinatal period,14 items were extracted as key issues for disaster preparedness pf local 
governments considering perinatal mental health. 
 
(3) Lack of association between assisted reproductive technologies (ART) and parental depression 
during pregnancy（Arima, Kaiho） 
Negative consciousness of ART continues to induce mental stress in some ART parents during pregnancy, but 

a majority of them overcome this. In the future, long-term observation will be necessary to clarify whether they 

can overcome this negative consciousness and adapt to maternal-fetal attachment and childcare.  

 

(4) A study on the health of mothers and family environment during pregnancy to child-rearing and 

their influence on the growth and development of children (Nakamura) 

Health-related QOL, employment situation, family function were important for comfortable pregnancy life. For 

women after childbirth, a good family function was one factor that increases the pleasure of child rearing and 

greatly decreases the difficulty. It was also suggested that postpartum factors may exist and that aid for 

postpartum mothers' maintenance may be necessary. 

 

(5) Fish consumptions during pregnancy and PMS/PMDD after childbirth. (Takeda) 

We analyzed the data obtained one year and six month after childbirth. The prevalence of moderate to severe 

PMS and PMDD was 3.1% and 1.1%, respectively, the same as in general adult populations. 
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(6) Maternal social capital during pregnancy and after childbirth (Mizuno) 

We analyzed maternal social capital from both during pregnancy and 1.5 year after delivery. Especially among 

indices of social capital, improvement of anxiety to close person, region and society was observed at 1.5 year 

after delivery compared with during pregnancy. 

 

(7)Influence of physical activity before and during pregnancy on gestational diabetes and mode of 

delivery (Momma, Nagatomi) 

While physical activity before and during pregnancy were not associated with the incidence of gestational 

diabetes mellitus, higher physical activity during pregnancy is associated with a lower risk of caesarean section 

delivery and a higher risk of vacuum extraction, respectively. 

 
(8) Association folic acid use and iron use during pregnancy with depression and hypertensive 
disorder during pregnancy（Obara） 
Among subjects who participated in the add on survey of the JECS in Miyagi Unit Center and 
successfully followed up until Oct 2016, prevalence of subjects who were considered as depression 
during first trimester, depression during second or third trimester, and hypertensive disorder 
during pregnancy was 3.5%, 3.3%, and 1.5%, respectively. The association folic acid use and iron 
use during pregnancy with depression and hypertensive disorder during pregnancy will be 
examined. 
 

(9) Inhibit factors associated with incidence of future NCDs among hypertension or diabetes during 

pregnancy (Metoki) 

We could collect 1,360 questionnaires from 1,843 subjects that we sent questionnaires among 
3,688 participants. Percentages of already sent questionnaires and percentages of collected 
questionnaires were 74 and 74 percent respectively. We follow remaining participants and start 
analysis of inhibit factors.  

 

(10) Factors associated with breastmilk production and the start of menstrual cycle after child birth in 

relation to maternal breast and endometrial cancer ris (Minami, Ito, Niikura) 

We planned to conduct statistical analysis in 2016. But it took long time to perform data cleaning and data 

linkage. Further, additional data collection was required for completing the data on the restart of menstrual cycle. 

Consequently, we were unable to make the complete database. The database is scheduled to be completed early 

in 2017. We decided to carry out the analysis afterward.  

 
(11) Association of child development with sex hormones during pregnancy (Nakai, Koseki) 

We have observed the association of obstetric and child developmental outcomes with DHA in cord blood. Since 

DHA was influenced with child sex, we had examined the correlation between DHA and sex hormones in cord 

blood. We found no correlation between DHA and estrogen (E2), while cord blood progesterone associated with 

cord blood DHA. Effects of DHA on several outcomes will be readdressed considering sex hormones during 

pregnancy. 
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